
事例1 カタルーニャ州（スペイン）

10-2. 連携体制

●2004年より「熱波の健康被害を防ぐための行動計画（POCS）」を毎年策定。
●保健省機関が毎年の行動計画書（POCS）を主導し、医療福祉面から熱中症対策の中心的役割を担う他、普及啓発や医療福

祉面での熱中症対策を推進。クライメート・シェルターの運営や熱中症弱者の保護等、具体的な施策は地方自治体が行って

いる。

カタルーニャ州政府ウェブサイト及びヒアリング調査より

行動計画（POCS）参加団体
・カタルーニャ州保健サービス（Servei Català de la Salut ）
・社会権省（Departament de Drets Socials）
・内務省（Departament d’Interior）
・ビジネス労働省（Departament d’Empresa i Treball）
・カタルーニャ州気象局（Servei Meteorològic de Catalunya）
・カタルーニャ州保健研究所（Institut Català de la Salut）
・バルセロナ公衆衛生局（Agència de Salut Pública de Barcelona）
・バルセロナ県議会公衆衛生サービス（Servei de Salut Pública de la

Diputació de Barcelona）
・カタルーニャ州自治体組合（Associació Catalana de Municipis）
・カタルーニャ州病院連合（Unió Catalana d’Hospitals）
・バルセロナ社会福祉コンソーシアム（Consorci de Serveis Socials de

Barcelona ）
・赤十字社（Creu Roja）

等、19団体が参加団体として掲載されている。

★調整役となるリーダーを定め、構造化された行動計画を策定し、技術的専門性を持つ参加機関にタスクを

振り分け状況を報告してもらうことがポイント。

熱中症策実施体制

カタルーニャ州公衆衛生局（ASPCAT）. Pla operatiu per prevenir els efectes de la calor sobre la salut

(POCS). (オンライン) 2024年. (引用日: 2025年2月12日.) 


